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①よく背中をかゆがるが、その部位までうまく手を回すことが難しい。自分で背中に手を回すこ
とができたりかゆみに対して自力で対処できたりするような支援具はあるか。 

 【担任所感】 

・手首が固く、スプーンやフォークは上から握って使っている。（手首ではなく肘から動かして
食べている。） 

・手指が未分化。指先でつまんで引っ張るといった動作が難しい。 

 ・体幹など全体的な筋力が弱い。 

 ・ボディイメージがまだできていないのか、体の各部位を思い通りに動かすことが難しい。 

 ・床での座位は割座が多い。 

 ・屈曲する動きの方が伸展の動きより強く出る。 

 

②小脳萎縮による構音障害がある。口の中の筋肉をほぐしたり口内の発達を促したりするような
支援具はあるか。 

 （舌を動かすことが苦手で、上下左右では特に上へ動かすことが苦手な様子。舌の力を抜くと
いうことも理解が難しい。上下左右の舌の運動を実践中。舌の練習に使える支援具も教えてほ
しい。） 

 

③自分で履ける靴（上靴）の形状について、どういった物があるか知りたい。 
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①ボディイメージを高めていく。 

・風呂で体を洗う、衣服の着脱を行うなど、日常生活の動作を毎日継続して行うようにする。 

 

 ・伸びる素材を使った服で着脱の練習をしたり、お風呂上がりで体が柔らかくなっているとき
に練習したりする。 

 

 ・リーチャー（図１参照）を補助具として使用してみる。 

 

②舌の動きを引き出す練習を行う。 

 ・舌をお皿のようにしたり、端を丸めたりする動きができるように練習をするとよい。 

  ポッキーを舌にたてにのせて舌で包み込む練習などがやりやすい。 

岩手県総合教育センターの HP（http://www1.iwate-d.jp/tantou/tokusi/douga_kyouzai.html） 

の教育支援相談担当➡教材のページ➡動画教材の中に舌や口の動きに関する動画がある。 

（図２参照） 

 

 ・シリコン製のスプーン等で舌を押し、それを押し返す練習も有効である。 

http://www1.iwate-d.jp/tantou/tokusi/douga_kyouzai.html


 ・「ニューエントレ」（図３参照）という舌と口のリハビリ用補助具を活用してみてはどうか。 

  （大人用のみ） 

 

③靴を履くときの姿勢を工夫してみる。 

 ・足先を載せられる台を利用したり、片方の膝に足を載せたりして、足首がぐらつかないよう
に工夫するとよい。 

 

 ・大人用しか販売されていないが、ムーンスター社の「V ステップ」は、足の甲部分がしっか
り開くため履きやすいリハビリシューズ。（図４） 

 

 ・バンドを引っ張るとベロの部分が前に飛び出るムーンスター社「でるベロ」（図５）もよい。 

 

・体が柔らかく、足首も不安定な方にはハイカットモデルの靴がよい。足首が固定されて立位 

のときも安定しやすい。ムーンスター社の CR２１４０など。（図６参照） 

 

【参考資料】 

＜図１＞ リーチャー  らくらくハンド ミニ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図２＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手県総合教育センターホームページより抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

ティッシュ1枚からペットボトルまで。日常生活の
つかむ、拾うを本物の手のようにきめ細かくサポー
ト。ハンドルはマグネット付。90°ごとに 360°回
転し、つかむだけでなく引き寄せる事もできます。
握りが柔らかく、握力の弱い方でも握れます。
（Amazon商品紹介より引用） 



 

＜図３＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トーアテック株式会社 HP より抜粋 

 

＜図４＞             ＜図５＞ 

V ステップ            でるベロ（ムーンスターHP より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

＜図６＞ 

CR2140 

 

 

 

 



 


